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クレイギー・ハウス 
 

The Craigie House  
 

――そしてロングフェロー、ウスター、ディケンズ、・・・ ――  
 

―― A n d  L o n g f e l l o w ,  W o r c e s t e r ,  D i c k e n s ,  … .  ? ?  
 

寺内  孝  
T a k a s h i  T E R A U C H I  

 
１ クレイギー・ハウス 
 イギリスの冒険家ジョン・スミス（ John  Smi th ,  1580- 1631）はヴァージニア植民地
の開拓者であるが、１６１４年にかれがアメリカ北東部に分け入ったとき、そこがイ

ングランドに似ていることからニュー・イングランドと呼んだ人でもある。今日、コ

ネティカット、マサチューセッツ、メイン、ニューハンプシャー、バーモント、ロー

ド・アイランドのアメリカ北東部６州を構成する地域だ。  
 ニュー・イングランドの中心地はマサチューセッツ州の州都ボストンである。この

町の北側にチャールズ（Char les）川が流れ、その対岸にハーバード大学を擁するケン
ブリッジ（Cambr idge）があり、表題のクレイギー・ハウス（C r a i g i e  H o u s e）もここ
にある（図版１）。 

 クレイギー・ハウスの建築は１７５９年にさかのぼる。施主はイングランド出身の

植民地事業家で、チャールズ・タウン植民地創設者のひとり、ジョン・ヴァッサル（ c.

１６２５－１６８８）の子孫ジョン・ヴァッサル大佐（C o l o n e l J o h n  V a s s a l l）である。
かれは先祖から１００～２００エーカーの土地を相続し、その真ん中にこの邸宅を建

て た の だ。 だ が 時 運 は 彼 に な か っ た 。 ア メ リ カ で １ ７ ６ ３年 ご ろ か ら独 立 革 命

（A m e r i c a n  R e v o l u t i o n,  1775 - 1783）の足音が聞かれるようになり、イングランド王党
派に属した彼は帰国してジョージ３世の麾下に入る。  
 １７７５年４月、ボストン近郊のレキシントンでイギリス軍と植民地民兵が衝突し、

６月、最初の激戦がボストン近郊のバンカー・ヒル（B u n k e r  H i l l）で繰りひろげられ
る。その後に大陸軍は、ボストンに駐留したイギリス軍を攻囲するのだが、その間の

７月、大陸軍総司令官ジョージ・ワシントン（ G e o r g e  W a s h i n g t o n）が到着し、先述
のヴァッサルの屋敷 を接収して軍の 司令部とする 。それから９ヶ 月後の７６年 ３月、

イギリス軍がボストンを撤退するや、ジョージ・ワシントンも４月に移動する。 

そして数年後、当局はヴァッサル・ハウスを没収し（ G r e e n 3 1 8）、売却に付す。
これをナサニエル・ トレイシー （N a t h a n i e l T r a c y）という名 の、 ニューベリポート
（N e w b u r y p o r t）で私掠船を操って海賊行為をしていた商人が１７８１年に４，２６
４ポンドで購入し、さらに８６年にボストンの商人トマス・ラッセル（ T h o m a s  R u s s e l l）
が譲り受け、１  次いで９２年にアンドルー・クレイギー（A n d r e w C r a i g i e ,  1743 - 1819）
が １ ５ ０ エ ー カ ー の 土 地 付 き で ３ ， ７ ０ ０ ポ ン ド で 入 手 す る （ G r e e n 318-3 2 0 ; 
L o n g f e l lo w 2 5 9 - 2 6 2 ;  Johnson q .v .  A n d r e w  C r a i g i e）。 ２  ヴァッサル・ハウスはこう
してクレイギー・ハウスとなるのだ。この屋敷は既述のようにジョージ・ワシントン

が司令部とした経緯から、１９世紀中ごろのイギリスの旅行者ならほぼ間違いなく立

ち寄ったとされる（ P a y n e  8 0）。 
 この家の新しい家主アンドルー・クレイギーはボストンに生まれ、ボストンのラテ

ン語学校で教育を受けたが、医学・薬学関係の知識はどこで得たのか、成人後はその

分野で頭角を現す。すなわち大陸軍に身を投じ、７５年のバンカー・ヒルの戦いで傷

病兵の治療に従事し、その後にアメリカで最初の薬剤将校（A p o t h e c a r y  G e n e r a l）に
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就任するのだ。そして７９年中佐に任官、８３年除隊する。この間、政府証券の購入

と投機行為によって巨富を得、退役後も土地投機や事業に精力的に関与する。顕著な

例をあげれば、東 ケンブリッジ における広 大な 土地の 購入 や、 合衆国銀行 とオ ハ イ

オ・カンパニーにおける取締役就任がある。そしてオハイオ・カンパニー時代の１８

０ ９ 年 、 チ ャ ー ル ズ川 に 、 ボ ス ト ン と 東 ケ ン ブ リ ッ ジ の レ ッ チ ミ ア ・ ポ イ ン ト

（ Lechmere  Po in t）を結ぶ“運河橋（C a n a l B r i d g e）”、あるいは“クレイギー橋（C r a i g i e ' s  
o r  C r a i g i e  B r i d g e）”を架けている（G r e e n 3 2 3 ,  3 4 2）。 
詩人ロングフェロー（ L o n g f e l l o w）は詩集『ブルージュの鐘楼と他の詩』（ The  Be l f r y  

o f  Bruges  and  o the r  Poems.  1845）に「橋（ The Br idge）」という詩を載せているが、こ
の「橋」こそクレイギーが建設した木橋“クレイギー橋”である。その第一スタンザ

はこうである。  
 

I  s tood  on  the  b r idge  a t  midn igh t ,           深夜  橋上に立ちぬ  
   As the  c locks  were  s t r ik ing  the  hour ,       時鐘  時を告げしときに  
 And the  moon  rose  o ’e r  the  c i ty ,            月  街上に登りぬ  

B e h i n d  t h e  d a r k  c h u r c h- tower .            薄暗き教会塔の背後に。  
 
クレイギーはこの屋敷の購入後、庭園の設計・施行を行うとともに温室と氷室を増

築し、「クレイギー城（C a s t l e  C r a i g i e）」とも俗称される「クレイギー邸（ t h e  C r a i g i e  
M a n s i o n o r  H o u s e）」を造りあげ、豪商たちの社交場とする。 
１７９３年１月、クレイギー４９歳のとき、２１歳の美女エリザベス・ナンシー・

ショー（ El izabe th  Nancy  Shaw）を娶る。ショー嬢はマサチューセッツ沖、コッド岬南
方のナンタケット （N a n t u c k e t）島の牧師の娘で、当 時、ある若者 と婚約中であった
のだが、若者が財を求めて海上に出ている間にクレイギーに嫁入ったのである。その

直後に例の若者から便りが来て、親族の死亡で相当な財産を引き継ぐことになったか

ら即刻帰る 、ということであった。だ が万事休 す。若 者は 失望 から 破滅したという

（D a n a ,  " The  Cra ig ie  House " 35）。ショーは結婚後、派手に振る舞い、贅にふけり、
財貨で威信を保ち、まもなくクレイギーに疎まれるようになる。 

クレイギーは１７９６年、ケンブリッジのクライスト・チャーチの学寮長を務めた

が、その後に急転直下、恐るべき暗転の日々が来る（ Green  343）。投機に失敗し、大
負債を抱え、逮捕におびえる日々となったのだ。その苦悩から開放されたのは１８１

９年９月１９日、永眠によってで、亡骸はハーバード ・スクエア近くの旧墓地（O l d  
B u r y i n g G r o u n d）にあるヴァッサル家墓所に埋葬された。妻には一代限りの地所権利
（生涯権）を残したが、大負債も残したために、彼女は屋敷周辺の土地を売却し、自

宅に間借り人を受け入れ、自分は階上北西奥の部屋を寝室として逼 塞す る 身 と な る 。 

 

２ ロングフェロー 
ヘンリ・ウォッズワース・ロングフェロー（H e n r y W a d s w o r t h  L o n g f e l l o w,  1807 - 82）
は マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ポ ー ト ラ ン ド の 出 身 で 、 大 学 教 育 は 同 州 ブ ラ ン ズ ウ ィ ッ ク

（B r u n z w i c k）のボウドゥン・カレッジ（ B o w d o i n  C o l l e g e）（１８２２－２５在学）
で受け、このときナサニエル・ホーソン（Nathan i e l  Hawtho rn）が級友であった。もっ
とも、ポートランドやブランズウィックは１８２０年以後マサチューセッツ州から分

離したメイン州（M a i n e）に所属する。 
ロングフェローは大学卒業後の１８２６年から ２９年まで、ヨーロッパに滞 在し、

フランス語、スペイン語、ドイツ語の知識を習得する。帰国後の２９年、母校ボウド

ゥン・カレッジで教授職を得、３１年にメアリ・ストーラ・ポター（Mary  S to re r  Po t t e r）
と 結 婚 す る 。 ３ ５ 年 、 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 州 ケ ン ブ リ ッ ジ の ハ ー バ ー ド ・ カ レ ッ ジ

（H a r v a r d  C o l l e g e）に移籍し、同年再び欧州へ勉学の旅に出る。そして数ヶ月後の３
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５年１０月、妻がオランダで流産し、翌月ロッテルダムで長逝する。 

翌３６年夏、ロングフェローはスイスにいたが、ここでボストンの富裕商人ネイサ

ン・アプルトン（N a t h a n  A p p l e t o n）一家と邂逅する。アプルトンには１９歳になる娘
フ ァ ニ ー ・ ア プ ル ト ン （ F a n n y  A p p l e t o n ,  正 式 に は F r a n c e s  E l i z a b e t h  A p p l e t o n ,  
1817- 1861）があり、ロングフェローはこの娘に魅せられる（Wagenknecht Longfellow 
220）。そして３年後 にかれは、ファニーをヒロインのモデルとする散文物語 『ハイ

ペリオン』（H y p e r i o n . 1839）を創作する（ J o h n s o n q .v .  Long fe l l ow）。  
１８３６年１２月、かれは欧州留学から帰国してハーバード・カレッジの教壇に立

つ。翌３７年５月、クレイギー・ハウスの階上の「美しい大部屋２室」――間借り人

が何人か入れ替わったあとのことだが――を借り受け、８月に入居する。その｢２室｣

とは、通りから見て右側（南西）正面の部屋――ジョージ・ワシントンがかつて私室

とした――とその奥の部屋で、これらをそれぞれ書斎と寝室としたのだ（ L o n g f e l l o w  
1 : 2 5 3）。 ３  １８４０年初めには、正面から見て左側（南西）の部屋も、間借り人が
去ったあと、居間（または食堂）として借用する（図版２）。かれはこのとき独身で

あ っ た か ら食 事 と 部 屋 の 手 入 れ は ク レ イ ギ ー 夫 人 雇 用 の 農 夫 の 妻 が し た （ P a y n e  
1 2 3- 124 ;  L o n g f e l l o w 1 :  2 6 2 - 2 6 5 ;  D a n a ,  " T h e  C r a i g i e  H o u s e " 14 ;  Dana ,  " L o n g f e l l o w 
a n d  D i c k e n s " 65;  W a g e n k n e c h t ,  L o n g f e l l o w 5; J o h n s o n q .v .  A n d r e w  C r a i g i e ;  G a r r a t y  
q .v .  Long fe l l ow ; A m e r i c a n a  q.v .  Long fe l l ow）。 
 

３ クレイギー夫人の死  
 クレイギー夫人は、風変わりな女性と噂されながらも細々と生き続けるが、永眠の

日が来る。１８４１年５月５日のこと、享年６９歳（ H o l m e s  4 0 4）。夫の墓には入ら
ず、新設のオーバーン山墓地（M o u n t  A u b u r n C e m e t e ry）の一角、シーダ通り（C e d a r  
A v e n u e）に地所を得、そこに円筒形のギリシャ式祭壇のモニュメントを建て、祭壇に
花綱飾りのような垂れ布の彫刻を施すとともに、最愛の文人ヴォルテールの一文「炎

が立ち上がるように、すぐれて重要なる原理は神に立ち昇る」を銘刻し、祭壇上には

炎形の彫刻物を載せる。だがモニュメントには氏名、生死年月日、十字架、宗教的碑

文はない（ D a n a ,  " T h e  C r a i g i e  H o u s e " 37 - 3 8 ;  Footno tes  23）。あの世で牧師の父とう
まく再会したであろうか。 

 彼女の死後、蔵書と家具はクレイギー・ハウス内で競売にかけられる。競売用の蔵

書カタログは約５００項目からなり、そこに多数のフランス語の古典が含まれたとい

う。間借り人のロングフェローはその中から７５巻本のヴォルテールの著書を購入し

ている（D a n a ,  " T h e  C r a i g i e  H o u s e " 3 8）。 
 

４ ジョウゼフ・エマソン・ウスター 
ジョウゼフ・エマソン・ウスター（ Joseph  Emer son  Worces t e r, 1784-1865）はニュ
ーハンプシャー州ベドフォード（ Bedfo rd）に生まれたが、９４年１０歳のとき、両親
に連れられて両親の生地 ニューハンプシャー州ホリス（ Hol l i s）に移る。父が 農場を
営んだ関係で２１歳まで家業を手伝ったが、その年にマサチューセッツ州アンドウバ

ー（Andover）のフィリップス・アカデミー（ Phi l l i p s  Academy）に入学し、２５歳の
ときイェール・カレッジ（Yale  Col lege）の第２学年に入学、１８１１年に卒業する。
卒業後５年間はマサチューセッツ州セイレム（ S a l e m）で私立学校の教壇に立ち、ナ
サニエル・ホーソンの師となる。その後２年間はアンドウバーで過ごし、１９年にケ

ンブリッジに転居・永住する。この間に『地理学事典』（ A  G e o g r a p h i c a l  D i c t i o n a r y .  
1817）を著し、その後も同分野の出版物を出し、それらすべてが教科書として広範に
採用される。２８年に言語辞典に転じて『トッドの改善・チャーマーズの要約による

ジ ョ ン ソ ン 辞 典 に ウ ォ ー カ ー の 発 音 辞 典 を 結 合 せ る 辞 典 』 （ J o h n s o n ' s  E n g l i s h  
d i c t i o n a r y ,  a s  i m p r o v e d by  T o d d ,  a n d  a b r i d g e d  b y  C h a l m e r s :  w i t h  W a l k e r ' s  
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p r o n o u n c i n g d i c t i o n a r y ,  c o m b i n e d ;  . . .）、２９年にウェブスターの『アメリカ英語辞
典』の要約辞典、３０年にかれ独自の『総合発音解説英語辞典』（ A  C o m p r e h e n s i v e  
P r o n o u n c i n g D i c t i o n a r y  o f  t h e  E n g l i s h  L a n g u a g e）をそれぞれ著す。だがこの最後の
辞典こそ、ウェブスター側から剽窃書と叩かれるのであり、以後３４年間、ウスター

はノア・ウェブスターらを向こうに回して“辞書戦争”を闘う運命にある。 

興味深いことに、ウスターはクレイギー・ハウスの間借り人だったのだ。いつごろ

入居したかは定かでないが、ロングフェローがこの家の間借り人となった１８３７年、

父宛の手紙の中でウスターに言及しているから、この時すでにこの家の住人であった

可能性がある。 

クレイギー夫人は先述のように１８４１年５月に死亡するが、ウスターは彼女の死

の直前、屋敷の１年間の借用契約を彼女の相続人たちと結ぶ（ L o n g f e l lo w 1 :  3 7 7）。
この契約により、ウスターは同居人ロングフェローに屋敷の半分を賃貸（又貸）しす

ることになる。そして６月、かれは元 ハーバード大学教授の娘 エイミ・ E・マキーン
（A m y El i z a b e t h M c K e a n）と結婚し、４４年４月ま で居住するが、同月、 クレイギ
ー夫人所有の土地を購入して家屋を新築し、転居する（H i l e n 3 :  3 3 ;  Dexte r  432- 4 3 7 ;  
Johnson  q .v .  W o r c e s t e r ;  Gar ra ty  q .v .  W o r c e s t e r）。 
 

５ クレイギー・ハウスの新所有者 
１８４３年７月ロングフェローは、前述の、スイスで知り合ったファニー・アプル

トンと再婚する（ Longfe l low 2 :  1 ;  Wagenknecht ,  Long fe l l ow  220 - 221）。そして夏期休
暇中の１０月、かれらが新婚旅行に出かけている間に新妻の父ネイサン・アプルトン

が、クレイギー・ハウスとその隣接地５エーカー が売却に出されたのを機に購 入し、

娘夫婦に結婚祝いとして贈与する（ H i l e n 2 : 4 2 5 ,  3 : 3 3 ;  Longfe l low 2 :  2 - 3 ;  A m e r i c a n a  q .v.  
L o n g f e l l o w）。こうしてクレイギー・ハウスはロングフェロー・ハウスとなる。  
 ロングフェローはこの家に多くの客人を招く。それらの中にナサニエル・ホーソン、

ラルフ・ウォルド・エマソン(Ralph  Waldo  Emerson)、オリヴァ・Ｗ・ホウムズ（O l i v e r  
Wende l l  Ho lmes）、ジェイムズ・Ｒ・ロウウェル（ James  Russe l l  Lowel l）、チャール
ズ・サムナー（C h a r l e s  S u m n e r）（政治家で奴隷廃止論者）らがあり、これらの人々
はここでワインを酌 み交わしながら 談論風発に時 を費やしたという（ A m e r i c a n a  q.v.  
L o n g f e l l o w）。ロングフェロー・ハウスはアメリカ文学勃興期の“梁山泊”だったの
だ。 

 

６ チャールズ・ディケンズ 
 チャールズ・ディケンズ（Char les  Dickens）は二度訪米している。第一回は、１８
４２年１月４日、リヴァプール港から蒸気船ブリタニア号（ t h e  S S  B r i t a n n i a）に乗船
し、１月２２日午後５時、ボストン港に入港する。その日から２週間、イギリスの新

進作家として日々大歓迎を受けるのだが、ボストンでの最終行事日となった２月４日、

かれの行動は以下のように詳細に記録に残されている。 

午前９時半、ハーバード大学のギリシャ語教授で、のちに学長となるコーニーリア

ス・フェルトン（C o r n e l i u s  C .  F e l t o n）がディケンズの滞在ホテル、トレムモント・ハ
ウス（ t h e  T r e m o n t  H o u s e）に迎えに来る（図版３と後述の図版説明参照）。 ４  ふた
りはトレムモント通り （ R o w）、コート 通り（ C o u r t  S t r e e t）を経てボウドゥン 広場
（Bowdoin  Square）に行き、ここで乗車賃２５セントの、ボストンとケンブリッジ間
を結ぶ唯一の公共輸送機関、ケンブリッジ１時間周遊のモース（モールス）の乗り合

い馬車（M o r s e ' s  s t a g e）に乗る。 ５  馬車はケンブリッジ通り（ s t r e e t）、チャールズ
川 の 西 ボ ス ト ン橋 （ West  Bos ton  Br idge ） 、 ケ ン ブ リ ッ ジ ポ ー ト 村 ( t h e  v i l l a g e  o f  
Cambr idgepor t）、デイナ・ヒル（Dana  Hi l l）、オールド・ケンブリッジ村（ t he  v i l l age  
of  Old  Cambr idge）を過ぎ、当時“ビレッジ（ V i l l a g e）”と呼ばれたハーバード広場
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（H a r v a r d  S q u a r e）に着く（図版４，５、及び図版説明参照）。馬車を降りると、デ
ィケンズの 到着を 知らされていた学生集団 に取 り囲まれる 。次 いで 、ブラトル 通 り

（B r a t t l e  S t r e e t）を西に進むと、槌音のひびく“村の鍛冶場（ t h e  V i l l a ge  S m i t h y）”
が左手にある。勤勉な鍛冶屋デクスター・プラット（D e x t e r  P r a t t）こそ、ロングフェ
ローが「村の鍛冶屋」（ T h e  V i l la g e  B l a c k s m i t h.  1841）で詠ったその人である。 
 

U nder  a  s p r e a d i n g  c h e s t n u t - t r e e         枝を広げし栗木の下に 
   T h e  v i l l a g e  s m i t h y  s t a n d s ;               村の鍛冶場が佇みて；  

T h e  s m i t h,  a  m i g h t y m a n is  he ,            強き
お の こ
男 の鍛冶屋あり  

   W i t h l a r g e  a n d  s i n e w y  h a n d s ;              両手おおきく筋骨太く、  
 A n d  t h e  m u s c l e s  o f  h i s  b r a w n y  a r m s        硬き腕筋肉 

A r e s t r o n g  a s  i r o n b a n d s .                 鉄のたがの様
よう

なり。 

 
ここを通り過ぎ、ブラトル通りをなお行くと、右手に植民地時代風の、黄色と白の

古びた屋敷が見える。それがクレイギー・ハウスで、門前にロングフェローと宗教文

学（ S a c r e d  L i t e r a t u r e）の元教授アンドルーズ・ノートン（ A n d r e w s  N o r t o n）が待ち
構 え て い る 。 す ぐ に 朝 食 が 始 ま っ た こ と だ ろ う （ P a y n e  1 2 3- 124 ; Ross i te r 27;  
W a g e n k n e c h t , Long fe l l ow  6 7 ;  Dana ,  " T h e  C r a i g i e  H o u s e " 23;  D a n a ,  " L o n g f e l l o w a n d  
D i c k e n s " 5 7 ,  62 - 63）。 
 この朝食会に上記以外の人物が同席したかどうかは分からない。だが、少なくとも

辞書学者のウスターが同席していた、と見るべきだろう。ウスターは当時この邸宅の

住人であり、同時に邸宅の借受人でもあり、さらにロングフェローの家主でもあった

のだ。またこのとき、かれはウェブスター辞書と雌雄を決する“辞書戦争”の渦中に

あったのであり、そのためにかれはハーバード大学やマサチューセッツ住民の応援を

受けていたのだ。そのような重要人物が、ロングフェローや、朝食に同席したハーバ

ード大 学の 教授たちによってディケンズに 紹介 されなかったとは考 えられないだろ

う。他方、ディケンズとしても当時 ２９歳、作家 として円熟味を 増してきたときで、

ウスターほどの“時の人”に無関心でいられるはずがないのだ。二人は同席したに違

いない。そしてこれが機縁となって、後述のように、ウスターは１８６０年完成の『英

語辞典』をディケンズに献呈したのだろう。 

朝食後、ディケンズはロングフェローによってハーバード大学に案内され、その後

にライブラリーで、ケンブリッジの名士たちの主宰するディケンズ小歓迎会に参加す

る。散会後、かれは馬車でボストンの宿泊先トレムモント・ハウスに戻る。午後は裁

判所庁舎（Cour t  House）へ赴き、市の裁判を１５分足らず傍聴して『アメリカ印象記』
（ A m e r i c a n  N o t e s）の２頁分の資料を得る。これでかれのボストンの行事はすべて消
化されたのだ。翌２月５日、ディケンズ一行はつぎの訪問地マサチューセッツ州ウス

ターへ向けて汽車で移動する。 

ボストンの鉄道は当時、ボストンを起点とする四つの路線があった（図版６、及び

図版説明参照）。すなわち、一、１８３４年開通のボストン・プロヴィデンス間を結

ぶボストン･プロヴィデンス鉄道（ Bos ton  and  P rov idence  Ra i l road）、二、１８３５年
開通 の ボストン・ロ ウ エ ル間 ２ ６マ イ ル を複線軌道 で 結 ぶボストン ･ロ ウ エ ル鉄 道

（Bos ton  and  Lowel l  Ra i l road）、三、やはり１８３５年開通のボストン・ウスター間
４５マイルを単線で結ぶボストン･ウスター鉄道（Bos ton  and  Worces t e r  Ra i l road）、四、
１８３７年か３８年開通の全長７１マイルに及ぶイースタン鉄道（ Eas te rn  Ra i l road）
である（Ross i t e r  18 - 24 ;  Har low 108 ,  87 ,  97 ,  151）。 ６    
これら四つの路線のボストン駅はそれぞれ異なる場所にあり、ディケンズ一行（デ

ィケンズ、妻キャサリン・ホガース、メイドのアン・ブラウンの３人）が向かった駅

はビーチ通り（ Beach  S t r ee t）とニーランド通り（K n e e l a n d  S t r e e t）の交差点にあるウ
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スター鉄道ボストン駅である（図版７，８、及び図版説明参照）。駅には“５人クラ

ブ”のメンバーやボストンの友人たちが待ち構えており、互いに別れを惜しんでいる

（ P a y n e ,  1 2 6- 27 ; D a n a , " L o n g f e l l o w a n d  D i c k e n s " 6 2 - 64）。 
それから４半世紀後の１８６７年、ディケンズは第２回渡米を行い、１１月１９日

にボストンを再訪して「朗読旅行（ r e a d i n g- tour）」を開始する。ボストンには１２月
７日までの３週間滞在し、宿泊ホテルは、スクール通り（ S c h o o l  S t r e e t）に面した１
８５５年オープンのパーカー・ハウス（ P a r k e r  H o u s e  [ H o t e l ]）である（図版３及び図
版説明参照）。この間、感謝祭の日（１１月２８日）にかれは、ロングフェローによ

ってあの懐かしい旧クレイギー邸（ロングフェロー邸）に招待され、正餐にあずかる。

同席者はロングフェロー、ロングフェローの妹アン（ Ann Longfe l low P ie rce）、ロン
グフェローの娘３人（Alice ,  Ed i th ,  Annie  Al legra）、次男アーネスト（ Ernes t）とその
許婚者（M i s s  H a r r i e t  S p e l l m a n）の６人で、妻ファニーは後述のように６１年に悲劇的
な死をとげて存命していない（ Dana  “Longfe l low”  88- 90 ,  Payne  142- 204）。 
 

７ 再びウスター 
 上述のように、ウスターとウェブスターの辞書戦争の発端は１８３０年で、クレイ

ギー夫人の死は４１年、ディケンズの第１回ボストン訪問は４２年、ウスターの新築

移転は４４年である。そしてウスターは４６年に『普遍決定的英語辞典』（ A  U n i v e r s a l  
a n d C r i t i c a l  D i c t i o n a r y  o f  t h e  E n g l i s h  L a n g u a g e）を出版するが、これがまだ印刷途
中にあったとき、かれは白内障に冒されて失明の危機に瀕する。このために２年間研

究はとん挫することになるのだが、その間に右目の手術を３回、左目を２回行い、結

局、右目はほぼ失明、左目はかろうじて救われることになる。そして４７年と４９年

に、先に剽窃本と非難された『総合発音解説英語辞典』の増補改訂版をそれぞれ出し、

５ ５ 年 に こ れ を 『 英 語 発 音 解 説 同 義 語 辞 典 』 （ A  P r o n o u n c i n g ,  E x p l a n a t o r y ,  a n d  
S y n o n y m o u s  D i c t i o n a r y  o f  t h e  E n g l i s h  L a n g u a g e）と改題する。 
この間の５１年、ロンドンの節操に欠ける出版者が前記『普遍決定的英語辞典』の

表題をわずかに変え、さらにボストンの出版者たちとの協定も無視して「法学博士ノ

ア・ウェブスターの資料から編纂された」の虚偽の一文を表題に挿入して再出版する。

これがウスターを一層の苦境に陥れたことは想像に難くない。だが１８６０年、多く

の有能なアシスタントに支えられ、ライフワークとなる『英語辞典』（ A  D i c t i o n a r y  o f  
t h e  E n g l i s h  L a n g u a g e）を完成する。ウスター、７６歳 のときで、かれはこれを著名
な文化人に献呈する 。その中にトマス・カーライル、ウィリアム ・Ｍ・サッカレイ、

チャールズ・ディケンズらが含まれることは小稿 ｢ウスター編 『英語辞典』と ディケ

ンズ｣（『ディケンズ･フェロウシップ日本支部年報』第２６号所収）で論述した通り

である。 ７   それから５年後の６５年１０月、かれは８１歳で他界する。夫婦の間に子

どもはいない。 

ウスターは『英語辞典』の出版でウェブスター辞典より優位に立つが、それはつか

の間のこと、１８６４年にグッドリッチとポーターが、ウェブスター『アメリカ英語

辞典』の増補改訂版を完成したことで立場は逆転し、辞書戦争は終結する。 

 

８ ロングフェローの妻と長男 
 ロングフェローは１８４３年に再婚した妻ファニーとの間に６人の子ども（C h a r l e s ,  
E rnes t ,  F rances ,  Al i ce ,  Ed i th ,  Anne  Al leg ra、ただし  F r a n c e s  は早世）に恵まれ、幸せ
な日々を送る。だが波乱は人の世の常。６１年７月９日、妻が、二人の娘の巻き毛を

切って小包に入れ、封蝋で封をしているときのこと、床に落ちたマッチの火が夏着に

燃えうつる。一瞬のうちに炎に包まれ、助けを求めて隣室の夫の腕の中に飛び込むが、

時 す で に お そ く 、 翌 日 不 帰 の 客 と な る 。 享 年 ４ ３ 歳 （ L o n g f e l l o w 2 :  3 6 9 ;  D a n a  
" L o n g f e l l o w a n d  D i c k e n s " 8 9 ;  Wagenknech t ,  Long fe l l ow  220 ,  252 ;  E n c y c l o p a e d i a  
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Bri tann ica  q . v .  Long fe l l ow）。 
ロングフェローの長男チャールズ（Charles, 1844-1893）は活力に満ちた人であっ

た。１８６３年、１９歳のとき、第１マサチューセッツ騎兵隊に所属して南北戦争（１

８６１－６５）に従軍し、その後は世界漫遊の旅に出る。その間、アジア文化、特に

日本文化に魅せられ、横浜に洋館を建てて住み着く。故郷のケンブリッジへは頻繁に

帰 郷 し て い た が 、 帰 郷 中 の ９ ３ 年 、 生 家 の ロ ン グ フ ェ ロ ー・ ハ ウ ス で 死 亡 す る

（ F o o t p r i n t s 14）。 
 

９ ロングフェロー・ハウスの今 
 クレイギー・ハウスは、クレイギー＝ロングフェロー・ハウス、ヘンリ・ウォッズ

ワース・ロングフェロー・ハウス、ヴァッサル・クレイギー・ロングフェロー・ハウ

ス（ V a s s a l l - C r a i g i e - L o n g f e l l o w- H o u s e）などと呼ばれるが 、１９７２年以来 「ロン
グフェロー国定史跡（ t h e  L o n g f e l l o w N a t i o n a l H i s t o r i c  S i t e）」とされ、国の公園局
の管理下にある。現在地は  1 0 5  B r a t t l e  S t r e e t ,  C a m b r i d g e ,  M A 0 2 1 3 8 ,  U .S .A .   
ちなみにこのハウスが位置するブラトル通り（B r a t t l e  S t r e e t）には史跡が多く、つ
ぎのものを含めて今日も保存されている。 

T h e  D e x t e r  P r a t t  H o u s e ,  5 4  B r a t t l e  S t r e e t ,  C a m b r i d g e ,  M a s s a c h u s e t t s  0 2 1 3 8 ,  U . S . A .  
J o s e p h W o r c e s t e r  H o u s e ,  1 2 1 B r a t t l e  S t r e e t ,  C a m b r i d g e ,  M a s s a c h u s e t t s  0 2 1 3 8 ,  

U . S . A .  
 
１０ 図版 

(a) 図版出典 
図版１ The Dickensian Vol. LII. No. 319 (1955). 図版２ Payne 124f. 図版３、４、６ Krieger and 

Cobb 193, 211, 123 の地図を参考に筆者作図. 図版５ Footprints on the Sands of Time Eastern 
National Park and Monument Association 1996. 図版７ Rossiter 22. 図版８ Harlow 146f.  
 なお、以下の図版は（ ）内に示した資料で見られる。 

Craigie’s Bridge（１９１０年以来 Charles River Dam）（Haglund 382） 
Mrs. Craigie の肖像画と墓標（Tomb）、および H. W. Longfellow による “Sketch of the Village 

Smith, Cambridge” (Dana “The Craigie House” 34f, 38f. 22f.) 
(b)  図版説明 
図版３ （Krieger and Cobb 193）は１８２６年の詳細なボストンの地図で、これを参考に筆者が
①⑥の位置を特定した。①Tremont House. ②Tremont Row. ③Court Street. ④Bowdoin Square. ⑤
Cambridge Street. ⑥Court House. ⑦School Street. 
図版４ （Krieger and Cobb 193）は１８７４年のケンブリッジの地図。筆者の図で右端下に West 

Boston Bridge. 左上の黒く示した線は Brattle Street。この通りの右先端の四角い空間は Harvard 
College (or Harvard Yard).  
 図版５ ①Harvard Square. ②Blacksmith House. ③Vassall-Craigie-Longfellow House. ④ Joseph 
Worcester House. 
図版６ （Krieger and Cobb 123）は１８４６年のボストンの地図。筆者の図で、橋を言えば、北
東から北西､南へと順に Charles River Bridge (1786); Warren Bridge (1828); Canal (Craigie’s) Bridge 
(1809); West Boston Bridge (1793)（１９０７年に付け替えられて Cambridge Bridge 。１９２７年に
Longfellow Bridge と改名）。駅は①Boston and Maine Railroad (1843); ②Boston and Lowell Railroad 
(1835); ③Boston and Providence Railroad (1834); ④Boston and Worcester Railroad (1835); ⑤Old 
Colony Railroad (1845). １８４６年の地図では④と⑤の線路は駅近くでつながっているように見え
るが、１８６２年の地図では明確に分離している。 
図版７ ディケンズ一行が向かった Boston and Worcester Railroad Station.  
 図版８ １８３９年ごろの銅板刷りで、Boston and Providence Railroad のボストンに向かう汽車。
この線路はもう少し先の Back Bay で Boston and Worcester Railroad の線路と交差する。左端下方
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に、やや判別しにくいがボストンからウスターへ向かう汽車が見える。 
(c)  図版 
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注 

 本稿はディケンズ・フェロウシップ日本支部２００２年度秋期大会（１０月５日、

於甲南大学）における口頭発表（「エクセルシア考――ディケンズとロングフェロー

の一接点――」）で一部言及したものです。 

 
１   ラッセルはのちに合衆国ブランチ銀行の初代会長に就任する（ Green  319）。  
２   アンドルー・クレイギーの生年は１７５４年２月２２日とする説がある 

(Holmes  403)。また､クレイギーの屋敷と地所の購入年は１７９１年、１７９３
年とする説もある（ Foo tp r in t s  13 ;  J o h n s o n q.v .  A n d r e w  C r a i g i e）。  

３  「ワシントンが私室とした部屋」の下にクレイギー夫人の居間（ p a r l o r）がある
（D a n a ,  " T h e  C r a i g i e  H o u s e " 14）。 

４  トレムモント・ハウスは１８２９年オープンの名門ホテルで、ディケンズは『ア

メリカ印象記』（ A m e r i c a n  Notes）でこのホテルのことを書いている（ P a y n e  15）。  
５  モースの馬車（M o r s e ' s  s t a g e）は当時  ' t h e  h o u r l y '  と呼ばれた。 
６  イースタン鉄道（ Eas te rn  Ra i l road）は、客車をボストンの中央海岸通り（ t h e  c e n t r a l  

water f ront）のコマーシャル通り（Commerc ia l  S t r ee t）から、チャールズ川を隔て
た東ボストン（ Eas t  Bos ton）までフェリーボートで渡した。またこの鉄道は１８
４７年までにポートランド（ P o r t l a n d）まで延伸されて全長 １１０マイルとなる
（Ross i t e r  18）。 
ボ ス ト ン と メ イ ン 間 の ７ １ マ イ ル を 結 ぶ ボ ス ト ン ･メ イ ン 鉄 道 （ B o s t o n  a n d  

Maine  Ra i l road）の開通は１８４３年、ボストンとフィッチバーグ間の４９マイル
を結ぶフィッチバーグ鉄道（ Fi tchburg  Ra i l road）の開通は１８４５年、ボストン
とフォール･リヴァー（ Fa l l  R ive r）間を結ぶオールド・コロニー鉄道（O l d  C o l o n y  
Ra i l road）の開通は１８４５年である（ Ross i t e r  18 ,  21 ,  24 ;  Har low 216）。 
蛇足ながら、鉄道が急速に発展した背景にボストンの人口急増がある。１８３

０年のボストンの人口は６万１４００、４０年９万３３８３、４７年１３万、５

０年１３万６８８１（内４６パーセントは移民）である（Kr iege r  &  Cobb  124 ,  244）。
ディケンズは６７年にボストンを再訪したが、その時の変容振りを、長女メアリ

への書簡（１８６７年１１月２１付）でこう記している： ‘The  c i t y  has  i nc reased  
enormous ly  in  f ive  and twenty  years .   I t  has  grown more  mercant i le— is  l ike  Leeds  
mixed  wi th  Pres ton ,  and  f l avoured  wi th  New Br igh ton ;  bu t  fo r  smoke  and  fog  you  
subs t i t u t e  an  exqu i s i t e ly  b r igh t  l i gh t  a i r . ’（ Sto rey ,  Graham,  ed .  T h e  L e t t e r s  o f  C h a r l e s  
D ickens .  Vol.  1 1 .  O x f o r d : Cla rendon  P re s s ,  1999 ,  480） 

７  ロ ングフェローが ディケンズ宅に 滞在 していた１８４２年 １０ 月５日 から １ ０

月２０日までの２週間内に、ディケンズの２巻本の  A m e r i c a n N o t e s  が出版社か
ら デ ィ ケ ン ズ 宅 に 届 い て い る 。 デ ィ ケ ン ズ は こ の 内 の 一 冊 に 献 辞 “ H .  W .  
L o n g f e l l o w /  F r o m h i s  f r i e n d  /  C h a r l e s  D i c k e n s  /  N i n e t e e n t h O c t o b e r  1 8 4 2”を記
してロングフェローに差しだすと共に、同じ献辞をつけた同書をアメリカの友人

たち（８人以上）に渡してくれるようロングフェローに託している。デイナの論

文 に は ８ 人 の 名 が 記 さ れ て い る が 、 そ の 中 に ウ ス タ ー の 名 は な い （ Da na ,  
“Longfe l low and  Dickens” 7 4 - 7 5 ,  7 7）。 
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